
 まだまだ寒い日が続きます。

新型コロナ感染症だけでなく、

インフルエンザや感染性胃腸炎

など、様々な感染症に対して、

今後も怠ることなく対策を継続

して、冬の健康を守っていきま

しょう。

 ＜定期健康診断の結果 専門医への受診が必要と思われる科と受診率＞

●耳鼻科 20.0% 夏休み明けの受診率はわずか3.6％でしたが、冬休み明けは21.4%と上昇し、

●視力 20.0% 受診した科は歯科が多かったです。しかしその一方、勧告書の提出状況は

●聴力 0.0% 10.7％とまだまだ低い現状です。勧告書は4月、9月、12月に3回発行した

●歯科 26.7% にも関わらず、健康調査で22.2%もの人が配布されたのにもらってないと

●色覚 0.0% 回答していました。これはどういうことなのでしょうか？

21.4% もっと自身の健康に関心と責任を持ちましょう。

  本校の有病率（専門医への受診が必要な％）は、検診終了後87.5%で、令和４年1月現在も

  まだ71.0%と高いままです。つまり、約４分の３の生徒が受診が必要なのです。

  心身ともに健康でなければ、日常生活はもちろん、学校及び職場で元気に頑張れません。

  自立の意識を高く持って、自己の心身の健康の保持増進に努めましょう。

「冬（冬季）うつ」や「ウインターブルー」といって、

冬、寒くなると気持ちが落ち込みやすくなり、つまり

心もカゼをひきやすくなるのです。そんな時は、積極

的に光を浴び、規則正しい生活を心掛けましょう。

また、心を許せる人に話す事で、心から悩み事を離す

（話す=離す）事も心が元気になる方法の一つです。
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